
4

「ぽ～れぽ～れ」通巻512号●2023年 3月25日発行（第３種郵便物承認）

　また１年を積み重ね、あの未曽有の東日本大震災・福島原発事故から１２年を数える３月が
やってきました。今年も、岩手県支部からは、震災時の支え合い助け合いの体験を活かそう
と、岩手県支部も参加し生まれた大船渡の「お互いさま研究所」の貴重な積み重ねの成果
が。宮城県支部からは、モニュメント「虹のむこう」を訪れての思い、真の復興の総仕上げには
「個々の心の思いに沿った細かな心のケア」こそが不可欠との声が。そして、福島県支部から
は、原発事故などなかったことにするかのように、いまだその災禍に苦しむ福島県民の犠牲を
置き去りにして進む原発復活の動きに対する怒りの訴えが届きました。
　地道な取り組みにエールを送り、人の心の再生への願いをともにし、誰も責任を取ろうとし
ないことへの怒りを共有し、これからも共に歩むことを誓いたいと思います。

3.11東日本大震災・原発事故から12年の現地から

　岩手県大船渡市内に人口400人の後ノ入地区
がある。大船渡湾に面していたため、この地区は壊
滅状態で尊い人命も多数奪われた。唯一津波を逃
れた小さな介護事業所に200名もの住民が押し寄
せ、自衛隊が駆けつけるまでの3日間、一つ屋根の
下で子どもからお年寄りまで寝食を共にして生き延
びた。この避難生活は、一方的に助けたり、支える
のではなく、助けられていると思われている認知症
のお年寄りたちからも助けられたり、支えられたりし
た。この思いは、その後、地域の長老、学童クラブの

先生、女性部
長、介護事業
所そして認知
症の人と家族
の会等がメン
バーとなり、
2014年9月
にそれぞれの
得意技を持ち

寄り、それぞれが学び合う「お互いさま研究所」の
発足へとつながっていった。
　「方言勉強会」「縄ない」「お餅と救急救命」「か
まどでご飯を炊く」「山歩き」等を教え合い、学び合
うことで、多世代がつながれることを大切にした活
動となっている。昨夏は川遊びを楽しんだ。川の危
険性を良く知る老人たちは、その前日まで川の危険
個所にロープをめぐらすなどの配慮を自主的にして
くれた。また、お正月は餅文化がある地域であるた
め、お年寄りがのどに詰まらせない長芋を入れた餅
を子どもたちが作り、もしものために救命救急の知
識までも学んでいる。
　今春、「お互いさま研究所」で関わっていた子ど
もたちも12年がたち、高校卒業となった。いままで
教えてくれた認知症のお年寄りたちに恩返しした
いと避難生活を共にした介護事業所に就職が１名
決まった。東北の小さな被災した地域の話ではある
が、この活動に参加していることを「家族の会」とし
ても誇りに思う。合掌。

人と人とのつながりが創る地域 
     ～12年間の活動から生まれたもの～

岩手県支部代表　
内出　幸美

縄ないを学ぶ学童

岩
手
県

震災特集
―忘れられない、忘れてはいけない―

災害の記憶
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　東日本大震災から12年、宮城県内の沿岸被災
地には様々な震災モニュメントが建立されていま
す。先日、塩釡市の「時の縁石」と七ヶ浜町の「虹
のむこう」を訪れてきました。
　これらのモニュメントに込められた想いを現在ど
れほどの人々が受け止め、忘れてはならない震災
の記憶を心に刻み続けていけるのでしょうか。
　宮城県は震災復興計画を10年として、「復旧
期」「再生期」「発展期」と設定し、進めてきまし
た。被災地に足を運ぶとそこには数階建ての災
害復興住宅が建てられ、新しくなった店が立並ぶ
商店街に観光客が集まり、震災前の暮らしを取
り戻しているように見えます。整備された建物、
街並みなどハード面の復興計画の成果も表れて
います。しかしそこに暮らしている人々、個々の
心の思いは見えてはきません。震災によって壊
されたコミュニティ、大切な家族の命や財産を
失った悲しみと心の傷、12年という年月を経て
人の心はどれほど再生できるものなのでしょう

か。真の発展期としての復興は子どもから大人ま
で、きめ細かな心のケアもあっての総仕上げになる
のではないかと思います。
　モニュメント「虹のむこう」のようにそこで暮らす
家族の穏やかな日常が戻り、それがいつまでも続く
ようにと願わずにはいられません。

◀震災モニュメント
「虹のむこう」

震災から真の復興のために 
     ～目に見えない心のケアを～

宮城県支部代表
若生　栄子

宮
城
県

　福島第１原発事故から12年。1～３号機の溶け
落ちた核燃料デブリの取り出し開始は2021年の
予定でしたが、試験的な取り出しさえできていませ
ん。廃炉の道筋も見えない中、放射能汚染水の海
洋放出の準備だけが着々と進められています。
　11年半ぶりに避難指示が解除された双葉町。
ただしJR双葉駅周辺のごく一部です。いまだ町の
大部分は帰還困難区域です。懸命に復興を目指そ
うとする人たちもいますが、帰宅を希望する町民は
１割程です。毎年３月11日に開催されてきた追悼
式は避難者の高齢化も進み、参加者が少なくなり
今年、双葉町・楢葉町では中止です。今も福島全体
で３万人以上が避難しています。汚染された森林
の除染は進まず、炭焼きの灯は消えました。
　今なお増え続ける関連死は2022年11月の県
統計によると震災全体死者数4,166人のうち関
連死2,335人（56%）を占めています。自殺者は
119人、岩手県55人、宮城県66人、被災地３県で
比較すると福島県はほぼ２倍です。長期避難によ

る心労などが今も被災者を苦しめています。
　今年１月18日、東京高裁は東電幹部３人の無罪
を決定しました。誰も責任を取りません。原発事故
は終わったというのか、それともなかったことにす
るのでしょうか、国は原発７基再稼働、老朽原発の
運転延期、次世代原発新設を検討しています。福
島県民の犠牲を置き去りにしての国の対応は許せ
ません。
　「人生の最後はふるさ
とで暮らしたい」、この
思いがかなうために、原
発事故を忘れさせるわ
けにはいきません。あの
日から12年経った福島
に関心持って、ぜひ見に
来てください。

▶帰還困難区域の飯舘村長泥
地区で続く除去作業

人生の最後はふるさとで暮らしたい 福島県支部代表
佐藤　和子

福
島
県
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ピアサポートの広がりと今後の課題

「家族の会」副代表理事・会報編集委員長　田部井　康夫

第12回

●ピアサポートの始まり
～三本柱の活動

　「ピアサポート」について、花俣ふみ代副代表理事

は、まずその言葉の定義を明らかにし、初めてつどい

に参加した髙見国生前代表理事の言葉（「話す・聞

く・分かり合える」）を引いて、「つどいはまさにピアサ

ポートそのもの」であることを示しました。そして、「つ

どい」に参加することによって救われた家族が、後か

ら来る者の力になりたいと真摯な思いで「つどい」に

臨む姿が今も引き継がれていることを誇りに思うと、

述べました（501号）。

　電話相談においては、家族の精神的な支えになり

たいと、40年間安心して本音で話せる信頼関係を築

けるよう心掛けていることが、東京都支部大野教子

代表より紹介されました（502号）。

　会報においては、40年前届いた会報を玄関に入る

のを待ちきれずに読んだ経験を持つ京都府支部山添

洋子副代表より、今もその思いを忘れずに会報作りに

励んでいることが報告されました（503号）。

●広がり～高齢者から若年、本人へ
　主に高齢者を対象として出発した「家族の会」のピ

アサポートは、2003年、一人の若年性認知症の女性

と夫の涙と笑顔を見て、「何とかしなくては」と発奮し

た広島県支部の村上敬子代表を中心とする力で、若

年の取り組みが始まりました（504号）。

　そして、若年性認知症支援コーディネーターが制度

化されると、徳島県支部大下直樹代表たちのように、

その役割を支部役員が担うようになりました。ピアサ

ポートは施策の中核を担うようになり、取り組みも就

労支援にまで広がりました（505号）。

　また、佐賀県支部小池美鈴代表からは、家族の就

労確保の試みも報告されました（506号）。

●広がり
～居場所から役割のある場所へ

　さらに、支部では、認知症の人の居場所の確保か

ら、就労の支援まで、会独自の取り組みが幅広く展

開されるようになってきました。やはり、「まだ何かで

きる、手伝わせて」との認知症の人の思いを形にし

て栃木県支部が始めた「石蔵カフェ」は、安らぎの居

場所から、役割を発揮する場所としても機能するよ

うになったことが、金澤林子代表より報告されました

（507号）。

●広がり
～施策の受託から提案へ

　さらに、行政の施策をよりピアサポート的な内容に

全12回

この連載では、「家族の会」発足以来４０年余、本人・家族をめぐる状況
が変わる中で、独自に積み重ねてきたピアサポートの意義を改めて確認する
とともに、国や市町村などの施策に加わり、共に充実させてきた本人支援・
家族支援の到達点を確認し、今後の活動のあり方を考える糧にすることを目
的としました。

今、考える
本人支援
・家族支援
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改変してゆく役割も担うようになっています。例えば、

宮城県支部が、支部の若年・本人のつどい「翼」をそ

のまま認知症の本人と家族の一体的支援プログラム

モデル事業として実施（508号）、神奈川県支部が

チームオレンジを具体化する役目を担う（509号）、ま

た、鳥取県支部は、診断前後から継続支援する「ピア

サポート」事業を企画の段階から受託するにいたって

います（510号）。

●顕著な初期・本人への広がり
このように、今回の連載を通して、「家族の会」が独

自にピアサポートを行っているだけでなく、行政の施策

との関わりの中でも行われていること、そして関わりの

あり方も受託型から提案型に進化していることがわか

りました。それは行政の施策に「ピアサポート」の要素

がより濃く反映されていることを意味しています。

　こうしたピアサポートの広がりの動きは、とりわけ、

認知症の初期の人、そして家族よりも本人について

顕著です。

●望まれる中・重度の人・家族への支
援の広がり

　では、中・重度の人や家族への支援も、同じように

広がりを見せていると言えるのでしょうか。

　中・重度になると、必然的に介護保険・医療の専門

的な支援の必要性が高くなります。ですが、医療はと

もかく、介護保険のサービスについては充実どころ

か、制度改正のたびに押し寄せる「負担増、給付削

減」の波を押し戻すことに精一杯なのが現状です。私

たちが、昨年署名活動に取り組んだのもそうした現状

を何とか打開したいと願ってのことでした。

　制度上の充実は望めない上に、長引くコロナ禍の

中、介護の現場は感染の危険にさらされながら、密着

することが求められる難しい状況のもとで、介護の質

を維持、向上させる戦いを強いられることになりまし

た。その努力は筆舌に尽くしがたいと思います。しか

し、その得難い経験の中から、将来にも残るたくさん

の貴重な成果をあげたことと思います。

　その成果をぜひ皆さんと共有したいと思います。

　幸い、「家族の会」では、今年度時宜を得た「中・重

度の人の在宅生活継続についての実態調査」を行い

ました。今、そのまとめの最終段階です。そこには、認

知症の中・重度の人がどのようにして在宅生活を継続

できたか、困難と思われる課題をどのように克服した

のか、どのような理由で継続できなかったか、コロナ

ウイルスの感染がそこにどのように影響を与えたか、

その知恵や反省がちりばめられていることと思いま

す。その中には、中野篤子理事にまとめていただいた

意思決定支援の現状と課題（511号）の実例なども

登場してくるかもしれません。

　この調査の詳細は、報告書やガイドブックとしてま

とめられます。この場ではご紹介できませんでした

が、中・重度の人に対する在宅介護継続支援の好事

例については、この誌面上でも改めて紹介できると

思います。ご期待ください。

　初期の認知症の方が元気に活躍されるようになっ

ている反面、いろいろな症状を呈する中・重度の方も

おられます。前向きに捉えて生活を送るご家族がいる

反面、心が揺れるご家族もおられます。どのような状

況にある認知症の人、家族にとっても力となる支援に

これからも取り組んでいきます。

田部井　康夫
「家族の会」副代表理事・
群馬県支部代表

1982年　群馬県支部入会
1983年　民間デイ「みさと保養所」設立に参画
1987年　群馬県支部代表
1999年　うつ病に認知症を併発した母を看取る
2015年4月　会報編集委員会委員長
2015年6月　副代表理事

プロ
フィ
ー
ル

次回より、「多様な認知症の今とこれから（仮題）」のタイトルで連載をはじめます。
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本人登場

私らしく

仲間とともに
No.209

「夫の名前が書けない…」～自分で調べて受診
ある日、夫の名前を書こうとしたら書けません。書こ

うと思うと漢字がわからなくなる。その時は「仕事をや
めて、字を書く機会が減ったからかな？ 」と思いました。
その後、京都の当事者さん（杉野文篤さん）の「まず
漢字を書くのが難しくなった」と記された新聞記事を見
て、「同じだ！ 」と思い、自分で調べて病院へ行きました。
元々看護師をしていたので、認知症の診断を受けたと
きは「やっぱりな」と思ったのを覚えています。

夫に診断を伝える
～「なんだそんなことか」に救われる
しかし、夫に病気のことを伝えるのは、すごく勇気
が必要でした。でも、伝えなきゃと思い、「認知症になっ
た」と伝えました。ドキドキしましたが、夫は「なんだ
そんなことか」と言ってくれて、とても救われました。
夫は必要以上に手は出さない。でも、やってと言うと
文句ひとつ言わずにやってくれる。一番の理解者で「こ
の人と結婚して良かった」と心から思います。
近くに住む母親には、心配をかけたくないという思

いが強く、なかなか言い出
せないままでした。ある日、
私の変化に気づいた妹が、
母に伝えてくれました。おか
げで、今では身の回りのこ
とも手伝ってくれる欠かせな
い存在です。

“ わがままに生きる”～自分らしくいる
元々、他人に気を使いすぎ、「イヤ」の一言が言えな

い性格でした。次第にイヤと言えないことがストレスと
なり、ストレスは頭によくないと、３年ほど前から「わが
ままに生きよう！ 」と切り替えました。嫌なこと、うれし
いこと、やりたいこと、苦手なこと、手伝ってほしいこ
となどを少しずつ口に出してみました。初めは嫌われな
いか不安でしたが、自分のことを理解してくれる人に出
会えたり、自分らしくいることができる仕事場に通った
りと毎日を前向きに楽しめるようになってきました。

講演活動・ピアパートナー活動など落ち
込んだ人の力になりたい
デイケアの看護師さんから「講演をやるとすごく頭に

いいのよ」と言われ、人前で話すなんてとんでもない！
と思いましたが、自分のためにやってみようと思いまし
た。自分で考えて話してみたところ、すごく良かったと
いう感想をもらい、機会があればやりたいと思っていま
す。
３年前から県のピアパートナー活動も始めました。い
ろいろな地域に行って、本人同士で話をしたり、いろ
んな出会いがあり、私自身も元気や勇気をもらって、
病気以前より充実しています。初めは「消えてしまい
たい」と思いましたが、でも、今だから「今の人生そ
んなに悪くもない」と言えます。
今後は、認知症と診断された直後に落ち込んでいる

人に会って力になりたいと思っています。

北海道◉4月3日㊊13：15～15：30
本人のつどい→かでる2.7
茨城◉4月22日㊏13：00～15：00
本人交流会→ひたち野リフレ
埼玉◉4月15日㊏13：30～15：30
若年のつどい・上尾→あげお福祉会
神奈川◉4月16日㊐13：00～15：30
若年性認知症よこはま南部のつどい→本郷台駅前ケアプラザ

岐阜◉4月1日㊏13：30～15：30
あんきの会→土岐市文化プラザ研修室
兵庫◉4月15日㊏13：00～15：00
若年性のつどい→神戸市立総合福祉センター
和歌山◉4月16日㊐13：30～15：30
若年性認知症交流会→ひかりサロン
りゅうじん
岡山◉4月8日㊏13：00～15：00
ひまわりの会→総社市清音福祉センター

広島◉4月8日㊏11：00～15：00
陽溜まりの会広島→広島市植物公園
徳島◉4月15日㊏13：30～15：30
縁の会→県立総合福祉センター
福岡◉4月1日㊏10：00～12：00
あまやどりの会→福岡市市民福祉プラザ
熊本◉4月1日㊏13：00～15：00
若年のつどい→県認知症コールセンター

本人交流の場
（詳細は各支部まで）

情  報
コーナー

新型コロナウイルス感染の影響により、変更ないし、中止となる可能性があります。

夫と共に“オレンジサポーター
講演会”に登壇

静岡県在住　森
も り

累
る

美
み

子
こ

さん（59歳）
日本認知症本人ワーキンググループのメンバーであ

る森累美子さんは、2016年 10月に若年性アルツハ
イマー型認知症の診断を受けました。受診した病院の
相談員の紹介で、「木工房いつでもゆめを」（認知症の
人が社員として勤務している）に通いながら、講演活
動などに参加しています。富士宮市認知症地域支援推
進員の杉浦綾乃さんによる聞き書きから紹介します。

（編集委員　松本律子）
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このコーナーに寄せられたお便りの他、入会申込書、「会員の声」はがき、支部会報から選び掲載しています。

〒602-8222　京都市上京区晴明町811-3　岡部ビル２F
「家族の会」編集委員会宛
  F A X    075-205-5104 　
   Eメール  office@alzheimer.or.jp

お便りお待ちしています！

愛知県　Aさん（80歳台　男性）
「体重の減少は認知症に進む目印になるかも
しれない」という文字がありました。せめてそ
の記事が数年前に中部地区の新聞に載ってい
たら妻の認知症も早く気がついたかもしれない
と思いますが、医学上無理かなと思っている。
平成 29 年頃から痩せ始め「痩せたね」と言

われることが嫌で外出しなくなり、50キロが 38
キロになった。令和元年にアルツハイマー型認
知症と診断され、介護 1の認定を受けて家で
見守っていた。その後通所リハビリや、令和 3
年よりデイサービスを週 3回受けていました。同
年 12月に介護 3になりトイレの失敗も出てきた
ので、12月に希望していた医院の経営する施
設に入居した。
令和 4 年の介護認定では介護 5になった。
介護認定が 1、3、5と飛んで認定され、進行
がいかに早いか愕然としている。令和 4年の後
半から便秘がひどくなり、CT検査で内臓が悪く
大病院で診察を受けるように言われ、診察をお
願いしたが「重症の認知症では検査ができない
し、将来に希望が持てないので」と診察を拒否
された。コロナのために面会ができない時はズー
ムで毎日お願いしている。元気な顔色であるが、
医者よりあと何ヶ月持つのかと言われているが、
1月は過ぎましたのでほっとしている。ズームで
声かけし、かすかな顔の動きを見て私がわかる
かなと想像して、喜びを感じている。

山口県　井出 啓一さん（60歳台　男性）
初めて若年性認知症の人のための「カフェ」

に参加しました。同級生で世話人さんの、母や
私へのこれまでの心遣いに多少なりとも応えな
ければ…という半ば義務的かつ社交辞令的な
思いからでした。多分、穏やかで落ち着いた雰
囲気の（つまり、しんみりした暗い）会合なん
だろうな…と、思いきや！
「カフェ」の空間は、老若男女様 な々人で溢
れ、実に明るく活気溢れる場所でした。（何だ、
これは！？）と、戸惑っているうちに、次々に参
加されている方 を々紹介され、新たな出会いの
場となりました。私の絵画作品を知っている作
業療法士、社会福祉士を目指されている女子
大学生、現役のベテラン社会福祉士、若手の
保健師、夫が若年性認知症で牧師をしていると
いう奥様の話等々…楽しくも充実したひと時を過
ごしました。
帰り道、もう6年以上前になるのか？あの明
敏な母がアルツハイマー型認知症だと知らされ、
それを末期ガンの告知のように感じていた衝撃
と憔悴の日々 を思い出しました。
いまだ先の見えない介護の日々ですが、「家
族の会」の理念にある『人として尊厳が守られ、
ともに励ましあい助け合って、人として実りのあ
る人生を送る』のとおり、私もまた何とかかんと
か前向きに、母ともども、このかけがえのない
人生を歩んでいこうと思っています。
※ご希望により実名での掲載としています。

“ぽーれぽーれ12月号「新・世界の情報」を読んで”
もっと早く気がついたかもしれない

「カフェ」での出会い
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 青森県　Cさん（60歳台　女性）
昨年、家族として思うことを「SAN・SUNさ

んのへオレンジカフェ」で話してみました。20
人ほどでしたが、頷いていた方が、たくさんい
て思い当たるんだな～と実感した瞬間でもありま
した。
自宅での介護は介護者の健康が一番です。
デイサービス以外は、24 時間の対応であり、
特に夜間の排尿介助には体力、忍耐力が最大
限です。個人により違うと思いますが、夫は尿
取りパンツに排尿があると、声を出して教えて
くれ、衣類の汚染が少なくなった反面、私が 4
～ 5回ほど起きることになり、眠くてクラッとする
時があります。
週 4回のデイサービスなので、私の休む時間

（解放時間が一番です）もどうにかとれている
ので、今のところは介護できています。
この状態が少しでも長く続きますようにと思い
ながら、今日も夫がデイサービスの車に乗ったこ
とを確認し、バイバイして見送りました。いって
らっしゃい。

 新潟県　Dさん（70歳台　女性）
90 歳まですぐ裏の畑を耕し、採れた野菜を
漬物や煮物にして、近所の人とお茶会をするこ
とを楽しみにしていました。
「おばあちゃんの漬物、煮物おいしいよ」と
皆に言われて、うれしそうな母を見てきました。
90 歳を過ぎて、ベッドから落ちて大腿骨頚部骨
折をし、手術をした頃から認知症が進み、「あ
のしっかりした母が…」と私はなかなか受け入
れることができませんでした。
その時まだ働いていた弟と妹、退職していた
私の 3人で、デイサービスを利用して介護しま
した。私は運転ができないので、電車とバスを
利用して介護に通いました。バスの時間の都合
で、母をひとりにして帰らねばならない時、実
家を出て後ろを振り返ると、福祉用具を使って

やっと歩いている母が、必死で後を追ってくるで
はありませんか。「ごめんね、ごめんね」と泣き
ながら帰りました。その後は家に鍵をかけて帰
るようにしました。
近所のお茶飲み友だちに相談し、一緒にお
茶飲みをしている間に私が家を出ることにしまし
た。母の介護で学んだことは、田舎の良さ、近
所のお付き合いの大切さです。母の生き方は、
そのまま母の老後を支える力となったことを忘れ
ずにいたいと思っています。

 北関東　Eさん（60歳台　女性）
母の物忘れが大きな問題になってから今年で
12 年ほど、振り返ると時間が過ぎ去るのは早
い。初めのうちは母にどう対応したらよいかとか、
どの介護施設なのかとかで頭がいっぱいでした
が、今の悩みは別です。
母は終末期を迎えていると思います。尿路感
染で微熱が続き、何とか抗生剤でもち直しまし
た。状態が好転しない場合は自宅に近い病院
へ入院する話もありました。その病院は積極的
な治療はできないので、母が苦しまない対応を
お願いしてあり、病院への入院＝ホーム退居に
なります。でも状態が急に悪化すると救急搬送
となって遠い病院に入院するかもしれません。
病院でコロナに罹患してそのまま死亡してしま
い、面会できたのはお骨になってからという話
も聞きます。
今回は幸いにも母は山を越え、熟練した食
事介助などによって食べて命をつないでいます。
母が元気になると、この 12 年間ずっと腫れ物の
ように心にとりついている気持ちが大きくなりま
す。母親より子どもである私たちが先に死亡した
らどうなるのかとか、月15 万円近くの施設費用、
その他の経費問題などなど「解決できない問題」
です。

この状態が少しでも長く続きますように

もうすぐ99歳で旅立った母の生き方

介護の12年間を振り返って

※お名前はイニシャルではありません。年齢は「50歳台」等で表記しています。


